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はじめに 

 
1. 2022 年 2 月 21 日、ウクライナ国境での数か月に及ぶ軍事力増強の後、ロシア連邦は各々が自

ら主張する「ドネツク人民共和国」および「ルガンスク人民共和国」の樹立を認め、これら二地

域への派兵を命じた。1 ロシア連邦は 2022 年 2 月 24 日、ウクライナに対する「特別軍事作戦」

を発表し、ウクライナでの軍事作戦を開始した。2 2022 年 3 月 2 日現在、ウクライナ軍はキエフ

ならびにハルキウを防衛しており、一般市民は頻繁な爆撃を避けるため、地下鉄の駅や防空壕に

隠れている。3 ウクライナ政府は成人男性の総動員令を発出し4、18 から 60 歳までの男性は出国

できない状況にあると伝えられている。5 
 
2. 紛争が人権状況の悪化をもたらし、一般市民に死者が出るのではないかと、様々なアクターが

懸念を示している。6 紛争を受けて、欧州連合（EU）や米国をはじめとする国々は、ロシア連邦

に対する制裁を課した。この制裁によりロシアルーブルの価値は下落した。7 ウクライナとロシ

ア連邦は 2022 年 2 月 28 日、ベラルーシ国境で会談した。8 
 
3. 紛争激化以前から、ウクライナは「長期化する人道危機」の渦中にあり、主に東部各州におい

て、推定 290万人が人道支援を必要としていた。9 加えて、約 150万人の国内避難民がウクライ

ナにおいて登録されていた。10 ウクライナはさらに、アフガニスタン、シリア、ロシア連邦、ソ

マリア、イラク、イラン、ベラルーシやその他の国々からの難民・庇護希望者が在住している。

11 国連人道問題調整事務所（OCHA）によると、この紛争はウクライナや近隣諸国で、人道的大

惨事を引き起こす恐れがあり、それらの国々ではすでに武力衝突から逃れた人々の大規模流入が

確認されている。12 
 
4. 2022 年 2 月 27 日までに、子ども 14 人を含む推定 352 人の一般市民が死亡、加えて 1,684 人

が負傷した。13 2022 年 3 月 1 日時点で、推定 874,026 人が国を逃れており、この流れは急速に

進んでいる。14 2022 年 2 月 27 日、ポーランドとの国境地帯メディカを越えようとする車の列
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は、長さ 20マイルにも及び、わずか 15時間のうちに 45,200 人がポーランドに到着した。15 ハ
ンガリー、モルドバ、ポーランド、ルーマニア、スロバキアを含む近隣諸国は、2022 年 2 月 27
日時点で、紛争を逃れたウクライナ人を受け入れ始め、さらに数多くの人が流入することに備え

始めた。2022 年 3 月 1 日までに、ポーランドは 453,982 人を、ルーマニアは 44,540 人を受け入

れ、推定 116,348 人がハンガリーへ、67,000 人がスロバキアへ、79,315 人がモルドバへ越境し

た。16 
 
領土へのアクセスと国際保護 

 
5. ウクライナにおける状況が流動的かつ不安定な中、UNHCR は、複数の国々が庇護へのアクセ

スに対して積極的な姿勢を示していることを認識し、また、ウクライナから逃れたすべての国籍

の一般市民に対し、差別することなく領域へのアクセスを与え、常にノン・ルフールマン原則を

尊重することを、すべての国に要請する。 
 
6. 一時的保護に関する EU 指令（EU Temporary Protection Directive）に基づく一時的保護は、 
EU 諸国の保護の一貫性と調和を確かにし、ルフールマンからの即時保護と基本的な処遇基準を

提供する一つの方法かもしれない。17 UNHCR はこの点について議論がなされていることを認識

し、それを歓迎する。 
 
7. 国際保護を求めるウクライナ国民ならびにウクライナを常居所としていた者からのすべての

申請は、国際・地域難民法に基づき、公正かつ効率的な手続きをもって判断されなければならな

い。ウクライナでの最近の動向は、それが 1951 年難民条約上の難民としてであれ、地域的な難

民の取り決め上の難民としてであれ、他の形態の国際保護の受益者としてであれ、ウクライナか

ら避難する人々に対する国際保護の必要を増加させているのではないかと、UNHCR は懸念して

いる。18 
 
8. ウクライナ全土においての状況の不安定さに鑑み、UNHCR は、ウクライナ人やウクライナを

常居所としていた者に対し、国内避難の選択可能性という観点から国際保護を否定することは、

適切ではないと考える。 
 
9. 最近の状況の発生より前に申請が不認定となった者にとって、ウクライナの現状は状況の変化

をもたらしうるため、新たな庇護申請が提出された場合、この点が考慮されなければならない。 
 
10. 1951 年難民条約の 1 条 F 項で定められた除外条項の範疇に含まれる行為と関連付けられる

者もいるかもしれない。19 そのような場合、国際難民保護からの除外につながりうる犯罪に対し

て当該個人が責任を負うかという問題を注意深く審査する必要がある。加えて、庇護の文民的性

格を保ち、武装者を特定し文民の難民から引き離すため、各国は到着した者の状況を注意深く評
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価する必要があろう。20 
 
ウクライナ国民および同国常居者による後発的な事情に基づく主張 

 
11. 他国に住む多くのウクライナ人（またはウクライナに常居所のあった者）は、紛争が激化す

る以前より付与されていた法的地位、例えば就学や就労にまつわるような法的地位を現時点で付

与されている。UNHCR は、可能かつ適切な範囲で、現状の法的地位をできる限り延長すること

を推奨する。また、そのような措置により恩恵を受ける人々も、庇護申請することを妨げられて

はならない。 
 
安全な出身国としてのウクライナの指定 

 
12. 現状に鑑み、UNHCR はウクライナを「安全な出身国」とは考えていない。各国はウクライ

ナを「安全な出身国」リストから削除すべきである。したがって、UNHCR は各国政府に、手続

き保障の制限を伴う迅速手続き（送還停止効を伴わない不服審査を含む）を、ウクライナ人また

はウクライナ常居者からの国際保護の申請に適用しないよう、また、他の国際保護の申請者とは

異なる条件での接遇をしないように要請する。 
 
難民および庇護希望者（その他の国籍の者） 

 
13. 紛争を伴う情勢に鑑みた結果、ウクライナ人以外の国籍の人々も、ウクライナを離れること

を選択、または強いられうるし、またそのようなことは許されるべきである。このような人々の

中には、ウクライナで難民と認められた者や、補完的保護を与えられた者、また、庇護希望者と

して登録された経緯がある者もいるかもしれない。ウクライナにいる庇護希望者および難民のう

ち、ロシア連邦や他の国の人々とならんで、アフガニスタン人およびシリア人は最も数の多い集

団である。これまで、また現在においても、ウクライナは難民およびその他の国際保護を必要と

する人々を受け入れている。これらの人々が安全を求めてさらなる移動をしてきた場合、国内の

庇護手続きにより国際保護の検討がなされるべきである。加えて、最近の動向により国を離れざ

るを得なくなる前に、ウクライナに居住していたが（未だ）ウクライナへ国際保護を申請してい

なかった外国籍者や無国籍者がいるかもしれない。UNHCR は、これらの人々が国際保護を求め

る国において、国内の庇護手続きへ回付されることを推奨する。 
 
非送還に関する勧告 

 
14. ウクライナの状況は不安定であり、かつ、しばらくの間安定しないままである可能性がある

ことから、UNHCR は各国に、難民申請が以前不認定となった者を含むウクライナ人、およびウ

クライナ常居者の強制送還を一時的に保留することを勧告する。強制送還の禁止は最低限の基準
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であり、ウクライナにおける治安状況が顕著に改善した結果、国際保護を必要としないと判断さ

れた人々の安全かつ尊厳ある帰還が可能になるまでは、有効とされ続けなければならない。 
 
15. UNHCR は、現在の状況から生じてきた国際保護の必要を評価するという目的でウクライナ

の状況のモニタリングを継続する。 
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